
Takumi K-70 Owner's guide  

Right ChannelOff OnLeft Channel

Takumi K-70 DC Reactor Power Supply



































T4. 交流電圧の調整について

交流電圧を違った国の電圧に変える調整は、資格を持っ
た技術者には、留意点を守って簡単に変更出来ます。

先ず直流プラグを抜いた後、５分間の冷却を与える。

その後、直流供給プラグを逆にして傷が付かない面にプ
ラグを置く。

次に、そこ蓋をはずし、ＰＣＢを下の図に示すような基
盤の上に置く。

良く見ると、その基盤には３種類の端子接続コネク
ターグループ（群）がある。

その中で、最初のコネクター群は、変圧器で、ＰＣ
Ｂにマウントされている

青色の変圧器は調整は不要。

しなければならない操作は単に、ジャンパースイッ
チのつまみ類を正しい位置に

置く事と、ヒューズの配線された直流電線を正確な
位置に置く事のみ。

この操作は、単純だが３種類の端子接続コネクター
グループの全てに行うだけ。

ヒューズの配線された直流電線は、回線の終わりの
部分に位置する赤色の

ヒートシュリンクチューブを持った、黒色の配線な
ので、容易に識別出来る。

全ての配線がしっかりとなされている事をダブルチェッ
クする。

上段カバーを取り外した後に、新たな直流に変更す
る際は、４個のヒューズを
正しい定格を守って据付る事。

裏側パネルに、新たな直流電圧の表示を忘れずに、
ラベルを貼っておく事。　
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120Vでの使用

オレンジと青を接続
白と黒を接続
ヒューズ・アースを青へ

240Vでの使用

オレンジと黒を接続
ヒューズ・アースを青へ

DIPスイッチの設定

DIPスイッチ１～４はAC主電源の電圧に見合った設定にセ
ットして下さい。正確な設定がされない場合、正しい電
源ユニットON/OFF順序設定がされません。

220V～240Vの場合
SW1 ON
SW2 OFF

110V～120Vの場合
SW1 OFF
SW2 ON

SW3、SW4は常にON

DIP switches



A1. ラウドスピーカーの稼動

あなたのスピーカーをもっと自由に！
 
私たちはアンプの重要な特性として、いかにラウドスピ
ーカーで大音量を、稼動させることが出来るかというこ
とで、あることを発見しました。
もしラウドスピーカーがレジスタ(抵抗器）であれば何年
も前に完璧なアンプはすでに存在したでしょう。

しかしながら、ラウドスピーカーはレジスタ（抵抗器）
ではなく、リアクティブとして知られています。リアク
ティブとは電流と電圧が調整不良となり、そしてもはや
同期していないという状態と定義されます。

一般的には稼動されるユニットやクロスオーバー（信号
分割）・パーツが増えることにより、ラウドスピーカー
はますますリアクティブになり、アンプがスピーカーの
本来のポテンシャルを引き出す事が難しくなります。
例えラウドスピーカーがひとつの稼動ユニットと接続さ
れクロスオーバー（信号分割）がないとしても、リアク
ティブとなります。
小さい問題がさざなみを立て、リアクティブ・シフティ
ングという状態になってしまうからです。
リアクティブ・シフティングの影響はアンプを欺き、最
終的にパワーサプライ（電源）にも歪んだ状態として反
映されてしまいます。

K-70は７から8アンペアの最大電流供給能力を持つ70ワ
ットのアンプであり、最も難しいラウドスピーカーを最
高のパフォーマンスで稼動します。
他の20倍もの電流供給能力を持つアンプでも不可能なこ
とをK-70はどうやって可能にしているのでしょうか？ 
ここには常にパワーからドライブとして知られる問題に
集約される事となる、2つの分離し独立した問題がありま
す。ひとつはラウドスピーカーからサウンド品質を引き
出す能力と、もうひとつはアンプがその限界に達する前
に十分な音量を作ることの出来る能力です。

まずは二つ目の問題から見てみましょう。70ワットとい
う数字はあなたのスピーカーを充分に大音量で鳴らすこ
とが出来るでしょうか？ 
それはあなたにとっての大音量の定義や、あなたのラウ
ドスピーカーの敏感さ(1ワットの電力を供給した際にど
れぐらいのノイズが発生するか)、あなたのお部屋の効率
性（スピーカーが発生したサウンドがどれぐらい実際に
あなたの耳に到達するか）、そして最後に周囲のバック
グランドのノイズレベル（図書館で雑誌を落とすと多く
の人の注目を集めることとなります）などによることと
なります。

他にも不確定要素があります。それはクリッピングが発
生したときに、どれぐらい早くアンプがリカバリーでき
るかという事です。
もし、アンプのリカバリーが早ければクリッピングによ
る音の歪みはあなたが気づく前に通り過ぎる事となりま
す。
多くの異なる家庭での音楽視聴環境や個人の趣向、そし
てラウドスピーカーが84から90db/Wattの感度を持って
いる事を考慮すると、１０Wから１００Wのアンプがほ
とんどの環境に快適に対応することが可能と私たちは結
論付けました。ラウドスピーカーを稼動させる能力につ
いてはいかがでしょうか？

これの用語についてはリアクティブな負荷でアンプが安
定（安全）か、そして数百アンペアから1オームの負荷（
老廃物）を作り出す事であるということで一般に知られ
ています。

しかし、私たちへの評価はアンプがいかに負荷をコント
ロールできるかということです。どうやって私たちはこ
れをおこなっているのでしょう？ 

それは正しいアンプの構成を開発することによります。
これがK-70と他のアンプの最も大きな違いであり、K-70
があなたのスピーカーを自由にする圧倒的な理由です。

A2.  パワーサプライ（電源）の音を
　　 除去する

あなたのアンプをもっと自由に！

もうひとつのK-70の大きな進歩性はパワーサプライの
サウンドを除去し事であり、それは確かに音の恵みと
言うことができるでしょう。

アンプがリアクティブなラウドスピーカーを稼動させ
なければいけないことと同様、パワーサプライはアン
プを同様の巧みさで稼動させなければなりません。

ラウドスピーカーのリアクティブさがパワーサプライ
に反映されるという事は多く起こり、パワーサプライ
の能力が最終のサウンド品質に大きな影響を与える二
つの大きな原因の大部分を占めています。

他のそれほど大きくない原因はパワーサプライが常に残
存ノイズを発生させ、それがアンプを通ることにより、
アンプのノイズフロアに影響を与えることとなります。
しかしながら現実的にはノイズフロアは（あなたが本当
に静かなところに住んでいない限り）あなたの視聴環境
によるところが大きいのです。

ロバート・コーダは不快なパワーサプライの音を除去す
るために、電気的ノイズが低いパワーサプライを製作す
るだけでなく（私たちのユニットは機械音は発生します
が、それはいままでとまったく異なるものです）、レジ
スタ（抵抗器）のように見えるアンプを製作することを
行いました。

そのため、パワーサプライはラウドスピーカーの影響を
決して受けることなくそのつながりはシンプルに除去さ
れます。ダイナミックさと単純さ、それが私たちが追求
しているものです。

私たちのコンセプトはシンプルです！なぜ他のメーカー
はアンプを稼動させるパワーサプライから見ればレジス
タ（抵抗器）のように見えるアンプを製作しないのでし
ょう？

考えられる理由のひとつは音楽に何が起こるかというす
ばらしさに感謝することを無視していること、そしても
うひとつはこのような回路トポロジーを導入するのに多
大なコストがかかることだろうと思われます。
しかしながら、私たちは、ここまでを創造によって到達
し、今後もさらに進歩していくでしょう。
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